
や

が
わ

げ
ん

き

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

矢

川

元

基

専
攻
学
科
目

計
算
力
学
・
計
算
科
学

生

年

月

昭
和
一
七
年
一
〇
月

略

歴

昭
和
四
〇
年

三
月

東
京
大
学
工
学
部
船
舶
工
学
科
卒
業

同

四
五
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
五
年

三
月

工
学
博
士

同

四
六
年

三
月

東
京
大
学
工
学
部
助
教
授

同

五
九
年

三
月

東
京
大
学
工
学
部
教
授

同

六
一
年

六
月

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
客
員
教
授

平
成

四
年

七
月

独
国
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
大
学
客
員
教
授

同

一
六
年

四
月

東
洋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
六
年

六
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同

一
七
年

六
月

東
洋
大
学
計
算
力
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

同

二
〇
年
一
一
月

韓
国
成
均
館
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

六



わ
た

な
べ

た
だ
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

渡

邊

貞

専
攻
学
科
目

電
子
工
学

生

年

月

昭
和
一
九
年

三
月

略

歴

昭
和
四
一
年

三
月

東
京
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科
卒
業

同

四
三
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

四
三
年

四
月

日
本
電
気
㈱
入
社

同

六
一
年

七
月

日
本
電
気
㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
本
部
第
五
技
術
部
長

平
成
一
一
年

四
月

�
高
度
情
報
科
学
技
術
研
究
機
構
理
事
（
平
成
一
七
年
一
二
月
ま
で
）

同

一
二
年

四
月

日
本
電
気
㈱
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
支
配
人
（
平
成
一
七
年
一
二
月
ま
で
）

同

一
七
年

九
月

博
士
（
情
報
科
学
）

同

一
八
年

八
月

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
実
施
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
（
現
在
に
至
る
）

七



工
学
博
士
矢
川
元
基
氏
及
び
博
士（
情
報
科
学
）

渡
邊

貞
氏
の
「
大
規
模
・
高
精
度
計
算
科
学

に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

科
学
、
技
術
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
従
来

か
ら
理
論
的
及
び
実
験
的
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
二
〇
世
紀
半

頃
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
登
場
を
契
機
と
し
て
、
計
算
力
学
と
呼
ば
れ
る
分
野

を
は
じ
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
す
る
問
題
解
決
の
方
法
が
新
た
に
出
現
し

た
。矢

川
元
基
氏
は
、
構
造
解
析
、
流
体
解
析
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
計
算
力
学
を

根
底
か
ら
見
直
し
、
大
規
模
・
複
雑
構
造
体
の
力
学
量
の
高
精
度
解
析
を
可
能

と
す
る
画
期
的
な
方
法
を
先
駆
的
に
創
出
し
た
。
ま
た
、
渡
邊

貞
氏
は
、
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
超
高
速
性
能
の
基
本
と
な
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
確

立
し
た
。

矢
川
氏
は
、
階
層
型
領
域
分
割
法
と
命
名
し
た
独
創
的
方
法
と
動
的
負
荷
分

散
法
を
融
合
し
た
超
並
列
計
算
法
を
創
出
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
大
規
模
・
複

雑
な
構
造
体
や
流
体
を
仮
想
的
に
い
く
つ
か
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
分
解
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
複
数
の
計
算
機
で
同
時
に
解
析
す
る
と
い
う
も
の
で
、
変
分

法
と
計
算
機
同
士
の
通
信
に
よ
っ
て
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
間
の
接
続
条
件
を
満
足

さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
独
創
的
業
績
に
対
し
て
、
計
算
科
学
技
術
に
お
い

て
世
界
で
最
高
性
能
を
挙
げ
た
研
究
に
与
え
ら
れ
るC

ray
G

igaflops
A

w
ard

1990

を
受
賞
し
た
。
例
え
ば
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
よ
う
な
機
械
・
構
造
物
に

対
し
て
は
、
そ
の
安
全
性
や
破
壊
寿
命
の
高
精
度
評
価
法
と
な
る
と
共
に
、
他

方
、
学
術
的
に
も
高
精
度
数
値
破
壊
力
学
な
る
新
し
い
分
野
の
確
立
に
も
寄
与

し
た
も
の
と
言
え
る
。

ま
た
、
要
素
作
成
を
必
要
と
し
な
い
フ
リ
ー
メ
ッ
シ
ュ
法
と
呼
ば
れ
る
、
ま

っ
た
く
新
し
い
発
想
の
解
析
方
法
を
創
出
し
た
。
本
方
法
は
、
物
体
中
に
配
置

さ
れ
た
多
く
の
節
点
か
ら
、
解
く
べ
き
連
立
方
程
式
を
直
接
導
き
出
す
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
算
力
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
抜
本
的
に
変
え

る
画
期
的
な
手
法
で
あ
る
。

ま
た
、
構
造
体
の
解
析
は
、
従
来
マ
ク
ロ
な
連
続
体
力
学
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
き
裂
成
長
現
象
な
ど
に
関
し
て
は
分
子
動
力
学
的
な
力
学
の
導

入
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
子
動
力
学
は
計
算
量
が
厖
大
と
な
る
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
矢
川
氏
は
同
氏
の
並
列
計
算
法
を
拡
張
し
て
領
域
重
畳

空
間
分
割
法
を
開
発
し
、
原
子
数
と
計
算
時
間
の
関
係
が
ほ
ぼ
比
例
す
る
、
高

効
率
大
規
模
な
き
裂
の
解
析
を
可
能
に
し
た
。
す
な
わ
ち
二
〇
億
個
と
い
う
多

数
の
原
子
を
取
扱
う
こ
と
に
成
功
し
、
本
精
度
は
世
界
で
最
高
度
で
あ
る
。

そ
の
他
、
数
多
く
の
関
連
研
究
業
績
の
う
ち
、
逆
問
題
に
お
け
る
高
精
度
計

二
五



算
力
学
的
研
究
や
世
界
最
大
規
模
の
問
題
の
解
析
可
能
な
大
規
模
固
体
地
球
解

析
用
並
列
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アG

eoFE
M

の
開
発
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
研
究
成
果
は
、
国
内
外
の
著
名
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
中
に
組
み
込
ま

れ
世
界
中
の
研
究
機
関
・
企
業
に
広
く
採
用
さ
れ
、
そ
の
応
用
は
、
固
体
地
球

解
析
、
地
震
・
地
盤
解
析
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
第
一
回
計
算
力
学
国

際
会
議
議
長
、
計
算
力
学
国
際
連
合
常
任
理
事
・
日
本
代
表
、
計
算
力
学
ア
ジ

ア
太
平
洋
連
合
常
任
理
事
・
事
務
総
長
、InternationalJournalfor

C
om

puta-

tionalM
echanics

（Springer

）
初
代
編
集
長
、
日
本
応
用
数
理
学
会
会
長
、
日

本
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
会
会
長
を
つ
と
め
る
な
ど
学
会
に
お
い
て
計
算
力
学

や
計
算
科
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

渡
邊

貞
氏
は
、
計
算
科
学
や
計
算
工
学
の
研
究
開
発
の
基
盤
と
な
る
超
高

速
計
算
機
（
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
の
超
高
速
性
能
を
達
成
す
る
基
本
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
研
究
開
発
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
世
界
で
初
め
て1G

FL
O

PS

を
超
え
る
性
能
を
記
録
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
、
二
〇
〇
二
年
の
六

月
か
ら
世
界
最
速
の
性
能
を
二
年
半
維
持
し
た
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
実
現
さ

れ
た
。
そ
の
主
な
特
長
は
、

�
現
在
、
多
く
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
基
本
仕
様
と
な
っ
て
い
るR

ISC

（R
educed

Instruction
SetC

om
puter

）
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
あ
る
こ
と
、

�
大
量
の
デ
ー
タ
を
高
速
に
演
算
処
理
す
る
た
め
の
多
重
・
並
列
ベ
ク
ト
ル
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
演
算
機
構
を
導
入
し
た
こ
と
、

�
ベ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
を
高
速
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
、
ベ
ク
ト
ル
演
算
レ
ジ

ス
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
可
能
な
可
変
構
造
を
持
つ
ベ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
キ
ャ
ッ
シ

ュ
を
導
入
し
た
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。
渡
邊
氏
の
研
究
開
発
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
天
文
学
や
分

子
動
力
学
計
算
な
ど
の
多
体
問
題
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
異
な
り
、
広
く

計
算
科
学
の
研
究
開
発
基
盤
と
な
る
汎
用
の
超
高
速
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
も
の

で
あ
る
。

渡
邊
氏
が
研
究
開
発
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、
気
候
・
環
境
、
航
空
宇
宙
、
原
子
力
、
材
料
開

発
、
生
命
科
学
や
、
自
動
車
に
代
表
さ
れ
る
産
業
の
新
製
品
開
発
な
ど
の
数
値

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
開
発
基
盤
と
し
て
、
我
が
国
の
大
学
や
独
立
行
政

法
人
の
計
算
セ
ン
タ
ー
、
な
ら
び
に
企
業
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
北

米
、
南
米
な
ど
世
界
各
国
の
主
要
な
計
算
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
広
い
領
域
に

亘
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、
完
成
当
時
世
界
最

速
で
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
を
五
倍
も
上
回
る
性
能
を
達
成

し
、
地
球
温
暖
化
予
測
に
代
表
さ
れ
る
気
候
予
測
、
台
風
の
進
路
予
測
な
ど
の

気
象
分
野
、
地
殻
構
造
解
析
、
地
震
や
津
波
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
材
料
開
発
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
る
等
、
顕
著
な
業

績
を
挙
げ
て
い
る
。

二
六



渡
邊
氏
は
、
現
在
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
次
世
代
汎
用
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
研
究
開
発
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
研
究
を
統
括
し
て
い
る
。
学
会
に
お
い
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
学
会
や
気
象
や
物
理
な
ど
の
応
用
分
野
の
学
会
、
欧
米
の

大
学
・
研
究
機
関
な
ど
で
多
く
の
招
待
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
計

算
工
学
会
の
副
会
長
、
�
高
度
情
報
科
学
技
術
研
究
機
構
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
計
算
科
学
技
術
の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
複
雑
構
造
体
・
大
規
模
系
に

対
す
る
高
精
度
解
析
・
研
究
・
開
発
を
遂
行
し
、
格
段
に
複
雑
な
構
造
体
・
大

規
模
系
の
高
精
度
解
析
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
本
成
果
は
、
大
規

模
か
つ
複
雑
な
構
造
物
、
構
造
体
、
流
体
、
原
子
・
ナ
ノ
・
分
子
な
ど
の
高
精

度
解
析
に
広
く
適
用
可
能
で
あ
り
、
科
学
、
技
術
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
き

わ
め
て
有
力
な
方
法
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
、
矢
川
氏
はIA

C
M

C
om

putationalM
echanics

賞
、

C
ray

G
igaflops

賞
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
な
ど
二
二
件
の
賞
、A

SM
E

Fellow

な
ど
六
機
関
か
らFellow

や
名
誉
顧
問
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
渡
邊

氏
はA

C
M

/IE
E

E
E

ckert-M
auchly

賞
、IE

E
E

Seym
our

C
ray

賞
、
日
本
計
算

工
学
会
功
績
賞
、IE

E
E

Fellow

の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

矢
川
元
基
氏

主
要
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著
書
及
び
論
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